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はじめに 

 先回は、聖化の土台となる御霊に従って歩むことについて学びました。変化しやすい感

情や主観に立つのではなく御言葉に立つこと。具体的にはキリストにある立場（位置的真

理）を常に認識することが大切でした。生活の場で聖霊と絶え間ない交わりを持つことに

よって、いのちと平安の御霊の原理が働きます。その積み重ねによって肉の思いから解放

され、少しづつ御霊と歩調を合わせられるようなるのです。そのような信仰者はさらに御

霊に属することを考え、聖霊の実を実らせるようになります。聖霊の実とは人格が成長し、

さまざまな神の働きと宣教の実を実らせます。 

1．信者と未信者の違い 

9a しかし、もし神の御霊があなたがたのうちに住んでおられるなら、あなたがたは肉のう

ちにではなく、御霊のうちにいるのです。とあります。   

私たちは、 否定的な解釈をしてしまう傾向があるのではないでしょうか。 この聖句を

否定的に解釈してしまうと、 次のようになります。「もし神の御霊があなたがたのうちに

住んでおられるなら」 とあるが、 今の自分には聖霊が内住してくださっているようには

とても思えない。したがって自分は御霊の中にはいない。 これは主観的信仰です。自分の

感情を信仰の土台してしまうと、風に吹かれる波の上に立っているようなものです。聖化

の土台は位置的真理であることを思い起こしてください。位置的真理とは御言葉に立って、

キリストにある揺るぐことのない立場を常に認めていくことです。 

原文では、あなたがたは肉のうちにではなく、御霊のうちにいるのですという部分が先に

出てきます。 また、あなたがたという言葉に強調点が置かれています。 つまり信者はす

でに御霊の中にいるということです。 そして、もし神の御霊があなたがたのうちに住んで

おられるならという部分が後に続いています。「もし」という言葉は、「なぜなら」と訳

すべきです。つまり、あなたがたは肉のうちにではなく、御霊のうちにいるのです。なぜ

なら、神の御霊があなたがたのうちに住んでおられるからだ。となります。 



人がキリストを信じて新生する時、その人はもはや肉の中にあるのではなく、御霊の中に

あります。その人はキリストを信じる前とは別の領域に住んでいます。魚が水の中で生き、

人が空中で生きるように、クリスチャンは御霊の中で生きるようになります。御霊の中に

住んでいるだけではなく、御霊がその人の中に住んでいるのです。実際、もしキリストの

御霊に包まれていなければ、その人はキリストに属していないのです。 

あなたがたに新しい心を与え、あなたがたのうちに新しい霊を与える。わたしはあなたが

たのからだから石の心を取り除き、あなたがたに肉の心を与える。 わたしの霊をあなたが

たのうちに授けて、わたしの掟に従って歩み、わたしの定めを守り行うようにする。（エ

ゼキエル 36:26-27） 

9 節 b もし、キリストの御霊を持っていない人がいれば、その人はキリストのものではあ

りません。とあります。 

「キリストの御霊を持っていない」とはクリスチャンのことではなく、未信者のことを

指しています。未信者は御霊を持たないので、肉の中にあります。ローマ 8: 9 は、キリス

トを信じた瞬間に聖霊の内住が与えられることを明確に教えている聖句です。 もし聖霊の

内住が、ある程度成長するまで与えられないならば、 新生してからその時点まで、聖霊の

内住を持たない信者が存在することになってしまいます。 しかし、「キリストの御霊を持

たない人は、 キリストのものではありません」 とありますので、 そのような人は救われ

ていないことになり、 救いの教理に矛盾が生まれます。 聖霊の内住なしの救いはありま

せん。 新生、 聖霊のバプテスマ、 聖霊の内住は、 救いと同時に起こることです。 

内住の聖霊が私たち信者を導いてくださいます。 未信者は肉の中にいます、それは古い性

質にあって生きているということです。 信者は御霊の中にいます、それは新しい性質にあ

って生きているということです。 信者には罪を犯す可能性が残っていますが、 それは古

い性質の影響を受けて行動してしまうからです。しかし決して未信者の時のように古い性

質にあって生きているということではありません。信者と未信者の違いは、キリストの御

霊を持っているか、いないかによるのです。中間は存在しません。二つのうちのどちらか

です。  

ローマ 8： 9 には、「神の御霊」、「御霊」、「キリストの御霊」という三つの違った

表現が出てきますが、 これらはすべて、三位一体の第三位格である聖霊なる神を指す言葉

です。 「神の御霊」 とは、父なる神と聖霊なる神の親密な関係を示す言葉です。 「御霊」

とは、聖霊なる神そのものです。 「キリストの御霊」 もまた、聖霊なる神を指します。

「 キリストの御霊」 という言葉は、聖霊が父なる神に対して持っておられるのと同じ関



係を、 キリストに対しても持っておられることを示しています。以上のことは、 聖書の

神が三位一体の神であることを示唆 しています。 

２．信者にすでに起こったこと  

8:10 キリストがあなたがたのうちにおられるなら、からだは罪のゆえに死んでいても、御

霊が義のゆえにいのちとなっています。  

この聖句は、信者にすでに起こったことについて解説しています。キリストがあなたが

たのうちにおられるならとは、信者の今の状態を示しています。 キリストを救い主として

受け入れた瞬間から、 信者の内にはキリストが内住されます。からだは罪のゆえに死んで

いても とは、私たちの肉体が滅びつつあることを示しています。 アダムの罪によって死

がこの世に入りました。 私たちもまた、罪のゆえに肉体的には死にます。 信者にも死が

やって来る理由は、 その内に転嫁された罪を宿しているからです。御霊が義のゆえにいの

ちとなっています。 とは、義認のゆえに、 信者の霊が生きていることを示しています。 

すでに学んできたように、 義認とは、神の怒りから解放され、神との平和が与えられるこ

とです。 信者の霊は、 今はすでに生かされて、神との交わりを楽しんでいます。  

9 節に、「神の御霊」、「御霊」、「キリストの御霊」 という言葉が出てきました、10 節

では、「キリストがあなたがたのうちにおられるなら」 という表現が出ています。 では、 

聖霊の内住と同じように、 キリストもまた内住されるのだろうかという疑問が出てきます。 

答えはイエスです。パウロは、ガラテヤ 2： 20 で、この真理をこう表現しています。「私

はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生きているのではなく、キリス

トが私のうちに生きておられるのです。 いま私が肉にあって生きているのは、 私を愛し

私のためにご自身をお捨てになった神の御子を信じる信仰によっているのです」聖霊もキ

リストもともに、信者の内に住まわれます。 しかし内住の聖霊と内住のキリストとは同じ

ではありません。 聖霊とキリストとは、 区別が可能です。と同時に、 分離不可能です。 

なぜなら、 同質の神としての性質を持っておられるからです。 区別が可能であるが分離

不可能ということの中に、三位一体の教理が暗示されています。  

古い自分は十字架につけられ、今はキリストが自分の内に生きておられることを認めまし

ょう。 それが、 神の御子を信じる信仰によって生きるということです。 

 



3．復活の保証である御霊 

8:11 イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊が、あなたがたのうちに住んでおられ

るなら、キリストを死者の中からよみがえらせた方は、あなたがたのうちに住んでおられ

るご自分の御霊によって、あなたがたの死ぬべきからだも生かしてくださいます。    

この聖句は、 キリストの復活と信者の復活には深い関連性があることを教えています。

ここでは 内住の聖霊のことを、「イエスを死者の中からよみがえらせた方の御霊」 と呼

んでいます。「イエスを死者の中からよみがえらせた方」 とは、 父なる神のことです。

イエスを復活させたのは父なる神であることが、 同じ言葉の繰り返しによって強調されて

います。「キリスト・イエスを死者の中からよみがえらせた方」 という言葉がそれです。 

キリストの復活と信者の復活の関連性を教える聖句は、 他の書簡にもあります。 （ 2 コ

リント 4： 14、 1 コリント 6： 14、1 テサロニケ 4： 14 ） 

11 節は、 内住の聖霊こそが復活の保障であることを教えています。「… あなたがたのう

ちに住んでおられるご自分の御霊によって、あなたがたの死ぬべきからだも生かしてくだ

さいます。」 とあります。この聖句は、終末的な意味での肉体の復活を預言しています。 

その保障となるものが、内住の聖霊です。「イエスを死者の中からよみがえらせた方の御

霊」 とは、「父なる神の御霊」 のことです。 聖霊は父なる神と親密な関係を保っておら

れます。 父なる神は「聖霊」によって、朽くちるべき私たちのからだを生かしてくださる

のです。 今私たちは、ローマ人への手紙書の「聖化」に関する教えを学んでいますが、 

次にくるが「栄化」に関する教えです。 内住の聖霊が復活の保障であるという教えは、 

私たちを「栄化」の教えに導く橋といえます。 私たちに死後の希望が与えられていること

を覚え、父なる神に感謝しましょう。 

私たちの心と体とを罪と死の支配から解放してくださった方は、私たちの死ぬべき体をも、

ご自分の御霊の復活の力によって、全く新しい命へと生まれ変わらせることができるお方

です。そして、これこそが 7 章でパウロの絶望の叫び「誰がこの死の体から私を救い出し

てくれるのか」との問いに対する究極の答えなのです。 

最後に 

愛する兄弟姉妹、この聖霊の内住を個人的体験にとどめるのではなく、聖書の歴史観、

世界観で見てみましょう。 

聖書は基本的に創造に始まり、新しい創造に終わる神の救いの壮大な物語です。 



私たちが信じる三位一体の神は無から有を創り出す創造主なる神です。この天地万物、天

羅万象を創造し、最後に人を神のかたちに似せて創造されました。被造物と秘蔵世界の主

権を持っておられるのはこの神です。神は完全な秩序とデザイン装われた被造世界を見て

「見よ。非常に良かった」といわれました。人はそのほかの動物と明らかに違い神のかた

ちに作られ、神と交わり、神を霊的に知ることができした。 

しかし私たちの祖アダムは神に背いて罪を犯し、人類に霊的な死と肉体の死を招きいれて

しましました。アダムの罪によってこの秘蔵世界は呪われたものになったのです。しかし、

神は怒るに遅く、忍耐と愛と慈しみの神です。神は人類を救済する計画をお立てになりま

した。 

神は一人の人アブラハムを選び契約を結びます、それは彼から一つの国民を創り出し、彼

の子孫からメシアを誕生させて、全人類を彼の子孫によって祝福に入れるためでした。父

は御子イエスをアブラハムの子孫として受肉させ地上にお送りになり、イエスに全人類の

罪の身代わりに処罰し、全人類の罪を贖うことを計画されました 

イエスは父のご計画を忠実に従い通されます。そのお働きの力となられたのは御霊でした。

イエスは聖霊によって誕生されました。聖霊によってイエスは神の国についてお話になり、

弱く貧しい人たちに寄り添い、聖霊によって病んだ人たちを癒し、悪霊を追い出し、聖霊

によって奇跡としるしによってご自分が約束のメシアであることお示しになりました。 

そして贖いの時がやってきます。イエスは同胞であるであるユダヤ人指導者によって引き

出され、ローマ帝国の名のもとに十字架にくぎ付けにされ処刑されました。イエスは全人

類の罪をすべてその身に背負い死なれました。 

アリマタヤのヨセフの墓に葬られたイエスを、聖霊はご計画の通り三日目によみがえらせ

ました。復活したイエスは弟子たちに神の国について教え、召天されました。 

イエスは、弟子たちに祈って聖霊を待つように言われます。五旬節の日に、天から約束の

聖霊が弟子たちに下ります。教会の誕生です。聖霊に満たされた弟子たちはユダヤ、サマ

リア、地の果てにまで福音を宣べ伝えました。二千年後、私たちはこの福音を聞き信じま

した 

福音とは何か。それは神の無償の愛を受け取ることです。イエスキリストがわたしの罪の

ために十字架で死に、墓に葬られ、三日目に聖霊によってよみがえったことを信じ、この

神に信頼して生きる決心をすることです。 



そう信じるとき、聖霊が私の内に住まわれます。キリストと結ばれ、死んでいた霊が生き

るようになり新生します。過去の罪はすべてイエスにあって義と認められ、神との平和が

得られます。罪の束縛から解放され、自分の力ではなく、この聖霊に従うことによってイ

エスに似る者へと変えられていきます。神と共に歩み、神を愛し、隣人を愛し、この福音

を宣べ伝えていことが御霊に従う人の喜びとなります。 

神のご計画はそれだけでは終わりません。主の再臨の時、私たちはイエスをよみがえらせ

た聖霊によって、イエスと同じようによみがえることになります。死は勝利に飲み込まれ

るのです。聖霊は私たちが復活して、神の御国を継ぐ保証です。 

この朽ちるべきものが、朽ちないものを必ず着ることになり、この死ぬべきものが、死な

ないものを必ず着ることになるからです。そして、この朽ちるべきものが朽ちないものを

着て、この死ぬべきものが死なないものを着るとき、このように記されたみことばが実現

します。「死は勝利に吞み込まれた。」「死よ、おまえの勝利はどこにあるのか。死よ、

おまえのとげはどこにあるのか。」 死のとげは罪であり、罪の力は律法です。 しかし、

神に感謝します。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝利を与えてく

ださいました。（１コリント 15:53 -57） 

アダムによって墜落した人類は、神の救いのご計画によって再創造されます。エデンの園

は、メシア的王国（千年王国）となって回復します。 

千年ののち、白き御座において終末の審判の日がやってきます。人類を惑わし苦しませ続

けたサタンはついに滅ぼされ、イエスの福音を受け入れなかった人は、神の前に出て自分

の行いに従って裁かれます。神の無償の愛をないがしろにしたからです。 

このように私たちの救いというのは個人的なものでもありますが、神の壮大な救いの計画

の一つのピースでもあります。 

私たちはこのような弱く貧しいものでありますが、神は私たちをキリストにあって聖なる

民、聖徒と呼んでくださいます。約 4 千年前アブラハムをテントの外に連れ出して満天の

空を見せ「さあ天を見上げなさい。星を数えられるなら数えなさい。あなたの子孫はこの

ようになる」アブラハムと同じように信仰によって義とされた私たちは、神がアブラハム

に約束されたその星々なのです。 

 


